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研究体制の統合・再編によって
世界水準のウイルス学研究を推進
～ウイルス学研究のいま、そしてこれから～

特 集

ドローンによる空撮！
今回は「桜ヶ丘キャンパス」
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　本学は、多彩で豊かな鹿児島の地域資源を生かした教育、研
究、地域貢献等を進めています。その中で、医学、歯学に関する教
育、研究および医療実践の機能が集約されているのが桜ヶ丘キャ
ンパスです。医・歯学部が教育の分野、医歯学総合研究科と保健
学研究科が研究の分野、診療については鹿児島大学病院が中心
となって担っています。これら各部局の緊密な連携のもと、南九州
において求められる高度な医療・医学を牽引すると同時に、国際
社会に貢献する「グローカル」な研究、教育を推進しています。
　前々号では郡元キャンパスから、今号では桜ヶ丘キャンパスか
ら、雄大な桜島はどこからでも本学を見守ってくれております。

　「2019 かごしまの新特産品コンクール」（かごしまの新特産品コンクール実行委員会 主催）の工芸・生活用品部門

にて、最高賞となる鹿児島県知事賞を受賞した「あづまバッグ」（本学・環境色彩学研究会と亀﨑染工による共同研

究開発商品）のモチーフとして使われた「麻の葉」柄のマスクケースです。一般的なサイズの不織布マスク（サージ

カルマスク）が収納可能。箱付で贈り物にもおすすめです。

ケースにマスクを収納し畳んでボタンを止める
とコンパクトに。表面は「かごんまの色 ®」を
組み合わせて描いたおしゃれな「麻の葉」柄です。

マスクケース（麻の葉）

鹿大プラスでは、鹿児島大学インフォメーションセンターで販売している鹿児島
大学の研究・教育活動の成果として完成した商品を紹介します。

素材：表地　綿100％（11  号帆布） 裏地　綿100％
染色：本染め
高さ約13 cm×  幅2 6 cm（広げたサイズ）／撥水加工4 , 1 8 0  円（税込）
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お求め・お問い合わせ先 インフォメーションセンター（鹿児島大学正門横）

鹿大プラス

☎099-285-3864　開館時間：月曜日～金曜日（休日・祝祭日を除く）　９：30～16：30（昼休み13：00～14：00）

今号の表紙「桜ヶ丘キャンパス」

ドローンによる
空撮！今回は

「桜ヶ丘キャンパス」
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鹿
児
島
大
学
で
は
従
来
、
成
人
Ｔ
細

胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
（
H
T
L
V

－

1
）
感
染
症
を
中
心
に
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
（
H
I
V

－

1
）、
Ｂ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
H
B
V
）
等
の
研
究
。

熊
本
大
学
に
お
い
て
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
（
H
I
V

－

1
）
に
主
軸
を

置
い
た
研
究
が
継
続
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
二
十
数
年
に
及
ぶ
歴
史
が
あ

り
ま
し
た
が
、
と
も
に
小
規
模
な
研
究

体
制
で
あ
っ
た
た
め
、
教
員
の
タ
イ
ム

リ
ー
な
採
用
や
若
手
研
究
者
の
確
保
な

ど
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
運
営
が
困
難
な
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。
少
子
化
の
進
む
現

状
に
お
い
て
、
い
ず
れ
の
大
学
に
お
い

て
も
次
代
の
教
育
研
究
を
担
う
人
材
の

確
保
・
育
成
は
、
喫
緊
の
課
題
で
す
。

前
身
で
あ
る
２
つ
の
セ
ン
タ
ー
が

研
究
対
象
と
す
る
H
I
V

－

1
、

H
T
L
V

－

1
と
い
う
２
つ
の
難
治

性
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
、
同
じ
く

難
治
性
で
逆
転
写
酵
素
を
持
つ
Ｂ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
H
B
V
）
に
お
い
て

は
、
研
究
分
野
と
方
向
性
が
非
常
に
近

い
一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
の
強
み
が
異

な
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
両
セ

ン
タ
ー
に
は
、
九
州
新
幹
線
の
利
用
で

お
よ
そ
１
時
間
と
い
う
地
の
利
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
統
合
・
再
編
と
い
う
道
に
、

私
は
大
き
な
意
義
と
活
路
を
見
出
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
2
0
1
7
年
か
ら
両
大

学
間
、
さ
ら
に
文
部
科
学
省
と
の
協
議

を
重
ね
、
３
つ
の
統
合
・
再
編
部
門
と

２
つ
の
新
設
部
門
を
配
し
た
、
当
セ
ン

タ
ー
の
開
設
に
至
り
ま
し
た
。
本
学
に

お
い
て
は
、
教
育
の
面
に
お
い
て
既
に
、

山
口
大
学
と
の
共
同
獣
医
学
部
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
研
究
の
面
に
お
い

て
、
国
立
大
学
の
枠
を
越
え
て
１
つ
の

研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
の
は
全

国
初
の
試
み
で
す
。

現
在
、
長
期
を
見
据
え
た
戦
略
的
な

人
事
を
含
め
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス
一
体
と

な
っ
た
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
次
代
を

担
う
研
究
者
を
志
す
学
生
に
は
、
学
部
・

専
攻
を
問
わ
ず
学
び
の
門
戸
を
開
い
て

い
ま
す
。
将
来
に
わ
た
り
、
従
来
の
研

究
対
象
で
あ
る
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス

は
も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
感
染
症
の
予

防
と
治
癒
に
貢
献
で
き
る
拠
点
と
し
て
、

研
究
教
育
の
充
実
と
継
続
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

鹿
児
島
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

は
、
セ
ン
タ
ー
発
足
を
機
に
、
旧
来
の

分
子
病
理
病
態
研
究
分
野
が
神
経
免
疫

学
分
野
へ
、
分
子
ウ
イ
ル
ス
感
染
研
究

分
野
が
ウ
イ
ル
ス
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

研
究
分
野
へ
と
改
称
。
新
た
に
成
人
T

細
胞
白
血
病
・
リ
ン
パ
腫
（
A
T
L
）

の
基
礎
研
究
分
野
を
設
置
し
た
こ
と
に

加
え
、
大
学
に
お
け
る
基
礎
研
究
を
も

と
に
社
会
へ
の
貢
献
を
推
進
す
る
目
的

で
、
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー

チ
部
門
を
新
設
し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
教
育
・
研
究
に

携
わ
る
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
制

度
を
導
入
し
、
昨
年
度
は
熊
本
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
授
業
も
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
教
員
の
選
考
に
お
い
て
も
２
キ
ャ

ン
パ
ス
の
教
員
が
共
同
で
参
画
す
る
ほ

か
、
共
通
の
資
金
を
プ
ー
ル
し
、
研
究

支
援
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
に
運
用
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
型
機
器
を
共
同

利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
限
ら

れ
た
資
金
・
資
源
の
有
効
活
用
を
図
っ

て
い
ま
す
。

研
究
面
で
は
、
A
T
L
（
成
人
T

細
胞
白
血
病
）
や
H
T
L
V

－

1
関

連
脊
髄
症
（
H
A
M
／
T
S
P
）
の
原

因
と
な
る
「
成
人
T
細
胞
白
血
病
ウ

イ
ル
ス
（
H
T
L
V

－

1
）」
と
、
肝

癌
の
原
因
と
な
る
「
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
（
H
B
V
）」
を
中
心
と
し
た
難
治
性

ウ
イ
ル
ス
疾
患
の
病
態
解
明
と
、
新
し

い
診
断
・
治
療
法
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
H
T
L
V

－

1
と
H
B
V

は
熊
本
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
が
得
意
と
す

る
H
I
V

－

1
と
と
も
に
、
逆
転
写

酵
素
を
も
ち
排
除
困
難
で
あ
る
共
通
点

が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
異
な
る

フ
ィ
ー
ル
ド
の
研
究
者
が
交
わ
る
こ
と

は
な
い
の
で
す
が
、
大
学
と
各
分
野
の

枠
を
越
え
て
統
合
・
再
編
さ
れ
た
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
従
来
の
常
識
に
と
ら
わ

れ
な
い
新
し
い
研
究
領
域
を
創
設
し
、

社
会
に
貢
献
す
る
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究

を
さ
ら
に
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

研
究
体
制
の
統
合
・
再
編
に
よ
っ
て
世
界
水
準
の
ウ
イ
ル
ス
学
研
究
を
推
進
〜
ウ
イ
ル
ス
学
研
究
の
い
ま
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
〜

ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

次
代
を
担
う
研
究
者
を
確
保・育
成
し
、

世
界
的
課
題
で
あ
る
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
克
服
へ
。

枠
を
越
え
た
新
た
な
研
究
領
域
を
創
設
し
、

人
類
に
貢
献
す
る
研
究
を
推
進
す
る
。

鹿
児
島
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

特
集

平
成
31
（
2
0
1
9
）
年
４
月
１
日
、
鹿
児
島
大
学
難
治
ウ
イ
ル
ス
病
態
制
御
研
究
セ
ン
タ
ー
と
熊
本
大
学
エ
イ
ズ
学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
統
合
・
再
編
。「
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共

同
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
２
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
折
し
も
昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D

－

19
※
1
）
の
急
速
な
感

染
拡
大
を
受
け
、
同
セ
ン
タ
ー
抗
ウ
イ
ル
ス
化
学
療
法
研
究
分
野
で
は
、
緊
急
的
に
抗
ウ
イ
ル
ス
（
S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
※
2
）
薬
の
研
究
に
着
手
。
６
月
に
は
治
療
薬
候
補
と
な

る
化
合
物
の
同
定
に
成
功
し
、
現
在
、
臨
床
試
験
に
向
け
、
製
薬
会
社
と
の
共
同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
、
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
に
寄
与
す
る
研
究
・
開
発
に
取
り
組
む
、
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※
1  

C
O
V
I
D

－

19
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　※
2  

S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
：
C
O
V
I
D

－

19
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
の
名
称

ヒトレトロウイルス学共同研究センター長

馬場 昌範 特任教授
鹿児島大学キャンパス長

池田 正徳 教授

特集

ヒトレトロウイルス学共同研究センター
研究体制の統合・再編によって世界水準のウイルス学研究を推進 ～ウイルス学研究のいま、そしてこれから～

鹿児島大学キャンパス

設
立
の
理
念

「
世
界
的
課
題
で
あ
る
、
排
除
困
難
・
潜
伏
感
染
す
る
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
克
服
の
た
め
、
限
ら
れ
た
両
セ
ン
タ
ー
の
資
源
を
有
効
活
用
し
、

感
染
病
態
の
基
礎
研
究
を
基
に
、
感
染
予
防
と
治
癒
を
目
指
し
た
世
界
的

な
研
究
・
教
育
を
推
進
す
る
」
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旧
来
の

分
子
病
理
病
態
研
究
分
野
が
神
経
免
疫

学
分
野
へ
、
分
子
ウ
イ
ル
ス
感
染
研
究

分
野
が
ウ
イ
ル
ス
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

研
究
分
野
へ
と
改
称
。
新
た
に
成
人
T

細
胞
白
血
病
・
リ
ン
パ
腫
（
A
T
L
）

の
基
礎
研
究
分
野
を
設
置
し
た
こ
と
に

加
え
、
大
学
に
お
け
る
基
礎
研
究
を
も

と
に
社
会
へ
の
貢
献
を
推
進
す
る
目
的

で
、
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー

チ
部
門
を
新
設
し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
教
育
・
研
究
に

携
わ
る
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
制

度
を
導
入
し
、
昨
年
度
は
熊
本
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
授
業
も
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
教
員
の
選
考
に
お
い
て
も
２
キ
ャ

ン
パ
ス
の
教
員
が
共
同
で
参
画
す
る
ほ

か
、
共
通
の
資
金
を
プ
ー
ル
し
、
研
究

支
援
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
に
運
用
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
型
機
器
を
共
同

利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
限
ら

れ
た
資
金
・
資
源
の
有
効
活
用
を
図
っ

て
い
ま
す
。

研
究
面
で
は
、
A
T
L
（
成
人
T

細
胞
白
血
病
）
や
H
T
L
V

－

1
関

連
脊
髄
症
（
H
A
M
／
T
S
P
）
の
原

因
と
な
る
「
成
人
T
細
胞
白
血
病
ウ

イ
ル
ス
（
H
T
L
V

－

1
）」
と
、
肝

癌
の
原
因
と
な
る
「
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
（
H
B
V
）」
を
中
心
と
し
た
難
治
性

ウ
イ
ル
ス
疾
患
の
病
態
解
明
と
、
新
し

い
診
断
・
治
療
法
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
H
T
L
V

－

1
と
H
B
V

は
熊
本
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
が
得
意
と
す

る
H
I
V

－

1
と
と
も
に
、
逆
転
写

酵
素
を
も
ち
排
除
困
難
で
あ
る
共
通
点

が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
異
な
る

フ
ィ
ー
ル
ド
の
研
究
者
が
交
わ
る
こ
と

は
な
い
の
で
す
が
、
大
学
と
各
分
野
の

枠
を
越
え
て
統
合
・
再
編
さ
れ
た
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
従
来
の
常
識
に
と
ら
わ

れ
な
い
新
し
い
研
究
領
域
を
創
設
し
、

社
会
に
貢
献
す
る
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究

を
さ
ら
に
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

研
究
体
制
の
統
合
・
再
編
に
よ
っ
て
世
界
水
準
の
ウ
イ
ル
ス
学
研
究
を
推
進
〜
ウ
イ
ル
ス
学
研
究
の
い
ま
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
〜

ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

次
代
を
担
う
研
究
者
を
確
保・育
成
し
、

世
界
的
課
題
で
あ
る
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
克
服
へ
。

枠
を
越
え
た
新
た
な
研
究
領
域
を
創
設
し
、

人
類
に
貢
献
す
る
研
究
を
推
進
す
る
。

鹿
児
島
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

特
集

平
成
31
（
2
0
1
9
）
年
４
月
１
日
、
鹿
児
島
大
学
難
治
ウ
イ
ル
ス
病
態
制
御
研
究
セ
ン
タ
ー
と
熊
本
大
学
エ
イ
ズ
学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
統
合
・
再
編
。「
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共

同
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
２
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
折
し
も
昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D

－

19
※
1
）
の
急
速
な
感

染
拡
大
を
受
け
、
同
セ
ン
タ
ー
抗
ウ
イ
ル
ス
化
学
療
法
研
究
分
野
で
は
、
緊
急
的
に
抗
ウ
イ
ル
ス
（
S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
※
2
）
薬
の
研
究
に
着
手
。
６
月
に
は
治
療
薬
候
補
と
な

る
化
合
物
の
同
定
に
成
功
し
、
現
在
、
臨
床
試
験
に
向
け
、
製
薬
会
社
と
の
共
同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
、
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
に
寄
与
す
る
研
究
・
開
発
に
取
り
組
む
、
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※
1  

C
O
V
I
D

－

19
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　※
2  

S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
：
C
O
V
I
D

－

19
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
の
名
称

ヒトレトロウイルス学共同研究センター長

馬場 昌範 特任教授
鹿児島大学キャンパス長

池田 正徳 教授

特集

ヒトレトロウイルス学共同研究センター
研究体制の統合・再編によって世界水準のウイルス学研究を推進 ～ウイルス学研究のいま、そしてこれから～

鹿児島大学キャンパス

設
立
の
理
念

「
世
界
的
課
題
で
あ
る
、
排
除
困
難
・
潜
伏
感
染
す
る
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
克
服
の
た
め
、
限
ら
れ
た
両
セ
ン
タ
ー
の
資
源
を
有
効
活
用
し
、

感
染
病
態
の
基
礎
研
究
を
基
に
、
感
染
予
防
と
治
癒
を
目
指
し
た
世
界
的

な
研
究
・
教
育
を
推
進
す
る
」
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私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、

H
T
L
V

－

1
（
成
人
Ｔ
細
胞
白

血
病
ウ
イ
ル
ス
）
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
、
脊
髄
の
炎
症
性
疾
患

H
A
M
に
つ
い
て
の
研
究
を
専
門
に

行
っ
て
い
ま
す
。
白
血
病
を
引
き
起

こ
す
病
原
体
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

H
T
L
V

－

1
が
、
白
血
病
だ
け
で

は
な
く
脊
髄
症
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ

ル
ス
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
の
は
1
9
8
6
年
の
こ
と
。

鹿
児
島
大
学
脳
神
経
内
科
（
当
時
の

第
三
内
科
）
納
先
生
の
チ
ー
ム
に
よ

る
研
究
の
成
果
で
す
。
一
種
類
の
病

原
体
が
異
な
る
２
つ
の
病
気
を
引
き

起
こ
す
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
医

学
の
常
識
を
大
き
く
超
え
る
発
見
で

し
た
。
当
時
、
医
師
に
な
っ
た
ば
か

り
の
私
は
、
こ
の
難
病
を
解
明
し
た

い
と
い
う
意
欲
に
燃
え
、
昼
は
診
療
、

夜
中
に
実
験
、
研
究
と
い
う
こ
と
を

や
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
研
究

を
軸
と
し
て
い
ま
す
が
、
毎
週
の
診

療
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
研
究
を
進

め
る
上
で
、
患
者
さ
ん
の
声
が
ヒ
ン

ト
に
な
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

H
A
M
の
患
者
さ
ん
は
、
下
肢

が
突
っ
張
っ
て
思
う
よ
う
に
歩
け
な

く
な
る
こ
と
に
加
え
、
排
尿
・
排

便
障
害
と
い
う
症
状
に
悩
ま
さ
れ
ま

す
。
ト
イ
レ
の
回
数
も
増
え
、
病
気

が
進
行
し
て
、
車
い
す
生
活
に
な
る

と
介
助
も
必
要
で
す
。
行
動
に
制
限

が
出
て
活
動
性
が
落
ち
、
人
間
と
し

て
の
尊
厳
に
も
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

る
、
と
て
も
シ
ビ
ア
な
病
気
で
す
。

感
染
者
は
世
界
で
2
0
0
0
万
〜

3
0
0
0
万
人
、
日
本
全
国
で
お
よ

そ
75
万
人
と
推
計
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
九
州
に
集
中
し
、
と

く
に
鹿
児
島
は
感
染
者
の
多
い
地
域

で
す
。
感
染
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の

方
は
発
症
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
実
際
に
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
患

者
さ
ん
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、

医
師
と
し
て
の
責
務
を
痛
感
い
た
し

ま
す
。

現
在
、
発
症
病
態
に
つ
い
て
は
７

割
方
分
か
っ
て
き
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
根
治
療
法
の
確
立
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
数
年
前
か

ら
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
動
物
モ
デ

ル
を
作
成
し
、
そ
こ
か
ら
治
療
薬
を

探
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
と
は
逆
転

の
発
想
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
、
セ
ン
タ
ー
に
組
み
込
ま
れ

た
こ
と
で
、
私
た
ち
の
研
究
領
域
が

外
部
か
ら
認
識
さ
れ
や
す
く
な
っ
た

こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
認

知
度
が
上
が
る
こ
と
は
、
研
究
活
動

を
促
進
す
る
上
で
の
期
待
の
一
つ
で

す
。
他
分
野
の
ウ
イ
ル
ス
学
の
先
生

た
ち
と
の
情
報
交
換
・
連
携
も
大
い

に
生
か
し
て
、
研
究
を
加
速
さ
せ
て

い
き
た
い
。
H
A
M
の
病
気
の
原

因
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
治
療
を
作
っ

て
い
く
と
い
う
の
が
、
鹿
児
島
大
学

の
研
究
者
と
し
て
の
最
終
的
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

抗
ウ
イ
ル
ス
化
学
療
法
研
究
分

野
は
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
研
究
を

す
る
分
野
で
す
。
本
来
は
、
主
と
し

て
H
I
V

－

1
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、

A
T
L
（
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
）、
マ

ダ
ニ
が
媒
介
す
る
致
死
率
の
高
い

S
F
T
S
（
重
症
熱
性
血
小
板
減
少

症
候
群
）
な
ど
の
治
療
薬
に
つ
い
て

の
基
礎
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（
C
O
V
I
D

－

19
）
の
発
生

を
機
に
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
を
専
門
と

す
る
研
究
者
と
し
て
の
社
会
的
責
任

が
あ
る
と
考
え
、
従
来
の
研
究
を
全

て
ス
ト
ッ
プ
し
、
C
O
V
I
D

－

19

治
療
薬
に
絞
っ
て
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
）
治
療

薬
に
関
し
、
薬
剤
の
同
定
を
迅
速
に

行
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
れ
ま

で
30
年
に
わ
た
っ
て
収
集
し
て
き
た

お
よ
そ
3
0
0
0
種
の
薬
剤
が
手
元

に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
中
か
ら

数
種
の
候
補
薬
を
定
め
て
試
験
し
た

と
こ
ろ
、
幸
い
、
試
験
管
の
中
で
有

効
な
薬
剤
を
２
、３
種
同
定
す
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。
現
在
、
次
の
段

階
と
し
て
製
薬
会
社
に
特
許
を
譲
渡

し
、
臨
床
試
験
に
向
け
て
の
研
究
を

共
同
で
進
め
て
い
ま
す
。
全
く
の
新

薬
で
す
の
で
、
厳
密
な
安
全
性
試
験

や
動
物
動
態
実
験
を
経
て
、
臨
床
試

験
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
薬

開
発
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
も
つ
き

も
の
で
す
が
、
1
日
も
早
い
実
用
化

へ
向
け
、
全
力
を
挙
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
治
療
薬
は
、
ワ
ク
チ
ン
に

比
べ
る
と
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
に
対
応

し
や
す
い
と
い
う
強
み
も
あ
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
対
策
は
、
健
康
な
ヒ
ト
が

予
防
目
的
に
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
、

病
気
に
か
か
っ
た
人
を
治
療
す
る
薬

剤
、
の
二
本
立
て
で
進
め
る
必
要
が

あ
る
の
で
す
。

た
だ
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
治
っ
た

ら
体
内
か
ら
排
除
さ
れ
る
た
め
、
完

全
治
癒
も
可
能
で
す
。
一
方
、
わ
れ

わ
れ
の
本
来
の
テ
ー
マ
で
あ
る
レ
ト

ロ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
の
は
、
細
胞
の

中
に
入
り
こ
み
、
一
生
体
の
中
に
居

続
け
る
と
い
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。

一
旦
体
に
入
る
と
、
元
に
は
戻
れ
な

い
。
体
に
入
っ
た
ウ
イ
ル
ス
を
ど
う

や
っ
て
撃
退
す
る
か
、
と
い
う
こ
と

が
世
界
共
通
の
研
究
課
題
な
の
で
す
。

い
ま
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
陰
に

隠
れ
て
社
会
の
関
心
が
薄
れ
て
い
ま

す
が
、
H
I
V

－

1
感
染
者
、
エ
イ

ズ
発
症
者
と
も
年
々
、
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
鹿
児
島
県
に
感
染
者

の
多
い
H
T
L
V

－

1
、
A
T
L

に
つ
い
て
も
、
い
ま
だ
決
め
手
と
な

る
治
療
方
法
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
お
よ
そ
30
年
前
、
突
如
エ
イ
ズ

が
社
会
に
現
れ
た
よ
う
に
、
今
後
、

ど
ん
な
感
染
症
が
出
現
す
る
か
と
い

う
こ
と
も
未
知
で
す
。
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
分
野
の
枠
を
越
え
た
新
し
い

研
究
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
と
と
も

に
、
次
世
代
の
研
究
者
を
育
成
す
る

こ
と
で
知
的
財
産
を
継
承
し
、
将
来

に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
す
る
拠
点

た
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

神経免疫学分野

久保田 龍二 教授
抗ウイルス化学療法研究分野

馬場 昌範 特任教授

特集

ヒトレトロウイルス学共同研究センター
研究体制の統合・再編によって世界水準のウイルス学研究を推進 ～ウイルス学研究のいま、そしてこれから～

鹿児島大学キャンパス

〈神経免疫学分野のスタッフ〉〈抗ウイルス化学療法研究分野のスタッフ〉

〈BSL3室における実験の様子〉

九
州
の
H
A
M
研
究
拠
点
と
し
て
、

根
治
療
法
確
立
へ
向
け
、粘
り
強
く
歩
み
続
け
る
。

30
年
に
わ
た
る
研
究
成
果
と
知
見
を
応
用
し
、

新
型
の
感
染
症
克
服
に
迅
速
に
臨
む
。

神
経
免
疫
学
分
野

抗
ウ
イ
ル
ス
化
学
療
法
研
究
分
野
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私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、

H
T
L
V

－

1
（
成
人
Ｔ
細
胞
白

血
病
ウ
イ
ル
ス
）
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
、
脊
髄
の
炎
症
性
疾
患

H
A
M
に
つ
い
て
の
研
究
を
専
門
に

行
っ
て
い
ま
す
。
白
血
病
を
引
き
起

こ
す
病
原
体
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

H
T
L
V

－

1
が
、
白
血
病
だ
け
で

は
な
く
脊
髄
症
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ

ル
ス
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
の
は
1
9
8
6
年
の
こ
と
。

鹿
児
島
大
学
脳
神
経
内
科
（
当
時
の

第
三
内
科
）
納
先
生
の
チ
ー
ム
に
よ

る
研
究
の
成
果
で
す
。
一
種
類
の
病

原
体
が
異
な
る
２
つ
の
病
気
を
引
き

起
こ
す
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
医

学
の
常
識
を
大
き
く
超
え
る
発
見
で

し
た
。
当
時
、
医
師
に
な
っ
た
ば
か

り
の
私
は
、
こ
の
難
病
を
解
明
し
た

い
と
い
う
意
欲
に
燃
え
、
昼
は
診
療
、

夜
中
に
実
験
、
研
究
と
い
う
こ
と
を

や
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
研
究

を
軸
と
し
て
い
ま
す
が
、
毎
週
の
診

療
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
研
究
を
進

め
る
上
で
、
患
者
さ
ん
の
声
が
ヒ
ン

ト
に
な
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

H
A
M
の
患
者
さ
ん
は
、
下
肢

が
突
っ
張
っ
て
思
う
よ
う
に
歩
け
な

く
な
る
こ
と
に
加
え
、
排
尿
・
排

便
障
害
と
い
う
症
状
に
悩
ま
さ
れ
ま

す
。
ト
イ
レ
の
回
数
も
増
え
、
病
気

が
進
行
し
て
、
車
い
す
生
活
に
な
る

と
介
助
も
必
要
で
す
。
行
動
に
制
限

が
出
て
活
動
性
が
落
ち
、
人
間
と
し

て
の
尊
厳
に
も
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

る
、
と
て
も
シ
ビ
ア
な
病
気
で
す
。

感
染
者
は
世
界
で
2
0
0
0
万
〜

3
0
0
0
万
人
、
日
本
全
国
で
お
よ

そ
75
万
人
と
推
計
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
九
州
に
集
中
し
、
と

く
に
鹿
児
島
は
感
染
者
の
多
い
地
域

で
す
。
感
染
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の

方
は
発
症
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
実
際
に
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
患

者
さ
ん
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、

医
師
と
し
て
の
責
務
を
痛
感
い
た
し

ま
す
。

現
在
、
発
症
病
態
に
つ
い
て
は
７

割
方
分
か
っ
て
き
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
根
治
療
法
の
確
立
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
数
年
前
か

ら
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
動
物
モ
デ

ル
を
作
成
し
、
そ
こ
か
ら
治
療
薬
を

探
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
と
は
逆
転

の
発
想
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
、
セ
ン
タ
ー
に
組
み
込
ま
れ

た
こ
と
で
、
私
た
ち
の
研
究
領
域
が

外
部
か
ら
認
識
さ
れ
や
す
く
な
っ
た

こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
認

知
度
が
上
が
る
こ
と
は
、
研
究
活
動

を
促
進
す
る
上
で
の
期
待
の
一
つ
で

す
。
他
分
野
の
ウ
イ
ル
ス
学
の
先
生

た
ち
と
の
情
報
交
換
・
連
携
も
大
い

に
生
か
し
て
、
研
究
を
加
速
さ
せ
て

い
き
た
い
。
H
A
M
の
病
気
の
原

因
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
治
療
を
作
っ

て
い
く
と
い
う
の
が
、
鹿
児
島
大
学

の
研
究
者
と
し
て
の
最
終
的
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

抗
ウ
イ
ル
ス
化
学
療
法
研
究
分

野
は
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
研
究
を

す
る
分
野
で
す
。
本
来
は
、
主
と
し

て
H
I
V

－

1
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、

A
T
L
（
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
）、
マ

ダ
ニ
が
媒
介
す
る
致
死
率
の
高
い

S
F
T
S
（
重
症
熱
性
血
小
板
減
少

症
候
群
）
な
ど
の
治
療
薬
に
つ
い
て

の
基
礎
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（
C
O
V
I
D

－

19
）
の
発
生

を
機
に
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
を
専
門
と

す
る
研
究
者
と
し
て
の
社
会
的
責
任

が
あ
る
と
考
え
、
従
来
の
研
究
を
全

て
ス
ト
ッ
プ
し
、
C
O
V
I
D

－

19

治
療
薬
に
絞
っ
て
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
）
治
療

薬
に
関
し
、
薬
剤
の
同
定
を
迅
速
に

行
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
れ
ま

で
30
年
に
わ
た
っ
て
収
集
し
て
き
た

お
よ
そ
3
0
0
0
種
の
薬
剤
が
手
元

に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
中
か
ら

数
種
の
候
補
薬
を
定
め
て
試
験
し
た

と
こ
ろ
、
幸
い
、
試
験
管
の
中
で
有

効
な
薬
剤
を
２
、３
種
同
定
す
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。
現
在
、
次
の
段

階
と
し
て
製
薬
会
社
に
特
許
を
譲
渡

し
、
臨
床
試
験
に
向
け
て
の
研
究
を

共
同
で
進
め
て
い
ま
す
。
全
く
の
新

薬
で
す
の
で
、
厳
密
な
安
全
性
試
験

や
動
物
動
態
実
験
を
経
て
、
臨
床
試

験
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
薬

開
発
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
も
つ
き

も
の
で
す
が
、
1
日
も
早
い
実
用
化

へ
向
け
、
全
力
を
挙
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
治
療
薬
は
、
ワ
ク
チ
ン
に

比
べ
る
と
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
に
対
応

し
や
す
い
と
い
う
強
み
も
あ
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
対
策
は
、
健
康
な
ヒ
ト
が

予
防
目
的
に
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
、

病
気
に
か
か
っ
た
人
を
治
療
す
る
薬

剤
、
の
二
本
立
て
で
進
め
る
必
要
が

あ
る
の
で
す
。

た
だ
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
治
っ
た

ら
体
内
か
ら
排
除
さ
れ
る
た
め
、
完

全
治
癒
も
可
能
で
す
。
一
方
、
わ
れ

わ
れ
の
本
来
の
テ
ー
マ
で
あ
る
レ
ト

ロ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
の
は
、
細
胞
の

中
に
入
り
こ
み
、
一
生
体
の
中
に
居

続
け
る
と
い
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。

一
旦
体
に
入
る
と
、
元
に
は
戻
れ
な

い
。
体
に
入
っ
た
ウ
イ
ル
ス
を
ど
う

や
っ
て
撃
退
す
る
か
、
と
い
う
こ
と

が
世
界
共
通
の
研
究
課
題
な
の
で
す
。

い
ま
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
陰
に

隠
れ
て
社
会
の
関
心
が
薄
れ
て
い
ま

す
が
、
H
I
V

－

1
感
染
者
、
エ
イ

ズ
発
症
者
と
も
年
々
、
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
鹿
児
島
県
に
感
染
者

の
多
い
H
T
L
V

－

1
、
A
T
L

に
つ
い
て
も
、
い
ま
だ
決
め
手
と
な

る
治
療
方
法
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
お
よ
そ
30
年
前
、
突
如
エ
イ
ズ

が
社
会
に
現
れ
た
よ
う
に
、
今
後
、

ど
ん
な
感
染
症
が
出
現
す
る
か
と
い

う
こ
と
も
未
知
で
す
。
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
分
野
の
枠
を
越
え
た
新
し
い

研
究
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
と
と
も

に
、
次
世
代
の
研
究
者
を
育
成
す
る

こ
と
で
知
的
財
産
を
継
承
し
、
将
来

に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
す
る
拠
点

た
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

神経免疫学分野

久保田 龍二 教授
抗ウイルス化学療法研究分野

馬場 昌範 特任教授

特集

ヒトレトロウイルス学共同研究センター
研究体制の統合・再編によって世界水準のウイルス学研究を推進 ～ウイルス学研究のいま、そしてこれから～

鹿児島大学キャンパス

〈神経免疫学分野のスタッフ〉〈抗ウイルス化学療法研究分野のスタッフ〉

〈BSL3室における実験の様子〉

九
州
の
H
A
M
研
究
拠
点
と
し
て
、

根
治
療
法
確
立
へ
向
け
、粘
り
強
く
歩
み
続
け
る
。

30
年
に
わ
た
る
研
究
成
果
と
知
見
を
応
用
し
、

新
型
の
感
染
症
克
服
に
迅
速
に
臨
む
。
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TR三つの橋渡し
⒈基礎研究の橋渡し…知財マネジメント
⒉臨床研究への橋渡し
非臨床POC（Proof-of concept）、薬事
⒊実用化への橋渡し…産学連携（出口戦略）

特集

ヒトレトロウイルス学共同研究センター
研究体制の統合・再編によって世界水準のウイルス学研究を推進 ～ウイルス学研究のいま、そしてこれから～

鹿児島大学キャンパス

当
研
究
分
野
で
は
、
持
続
感
染
に

よ
り
人
を
死
に
至
ら
し
め
る
ウ
イ
ル

ス
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
主
た
る
守
備
範
囲
は
、
が
ん

の
原
因
に
な
る
腫
瘍
ウ
イ
ル
ス
で

す
。
具
体
的
に
は
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
（
H
C
V
）、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
（
H
B
V
）、
お
よ
び
ヒ
ト
Ｔ
細

胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
（
H
T
L
V

－
1
）
で
す
。
化
学
合
成
し
た
ウ
イ
ル

ス
遺
伝
子
を
細
胞
に
導
入
し
て
人
工

ウ
イ
ル
ス
を
作
製
す
る
「
リ
バ
ー
ス

ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
法
」
に
よ
る
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
イ
ル

ス
の
タ
ン
パ
ク
質
と
宿
主
因
子
の
相

互
作
用
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
中
で
６
カ
月
以

上
肝
炎
が
持
続
す
る
慢
性
肝
炎
を
引

き
起
こ
す
の
は
、
H
B
V
、
H
C
V
、

お
よ
び
H
D
V
で
す
。
血
液
に
よ
っ

て
感
染
す
る
H
B
V
や
H
C
V
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
慢
性
肝
炎

は
致
死
的
な
肝
硬
変
、
肝
が
ん
へ
と

進
行
し
ま
す
。
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に

進
行
す
る
前
に
、
ウ
イ
ル
ス
を
排
除

す
る
こ
と
が
重
要
な
予
防
策
で
す
。

当
分
野
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
ら

の
ウ
イ
ル
ス
の
弱
点
を
見
つ
け
て
、

ウ
イ
ル
ス
を
撲
滅
す
る
こ
と
で
す
。

抗
ウ
イ
ル
ス
剤
を
開
発
す
る
た
め

に
は
、
２
つ
の
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
１
つ
は
薬
剤
の
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
、
２
つ
目
は
、
薬
剤
の
ア
ッ
セ

イ
※
1
の
た
め
の
培
養
細
胞
で
す
。
当

セ
ン
タ
ー
全
体
で
は
約
7
0
0
0
種

の
薬
剤
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
保
有
し
て

お
り
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
評
価
系
の
技
術
が

あ
り
ま
す
。
主
要
な
３
つ
の
ウ
イ
ル

ス
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
扱
っ
て
い
ま

す
の
で
、
現
在
は
、
こ
れ
ら
の
薬
剤

や
評
価
系
の
技
術
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
（
S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
）
に
応
用
し
て
、
社
会
貢
献
す
る

こ
と
も
使
命
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

人
類
が
唯
一
撲
滅
で
き
た
ウ
イ
ル

ス
と
し
て
天
然
痘
が
あ
り
ま
す
が
、

S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
は
撲
滅

が
難
し
い
特
徴
を
持
っ
て
い
る
た
め
、

長
き
に
わ
た
る
付
き
合
い
に
な
っ
て

い
く
こ
と
も
予
測
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
今
後
、
新
興
感
染
症
※
2
、
再
興
感

染
症
※
3
な
ど
出
現
す
る
こ
と
も
危

惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
セ
ン
タ
ー

に
新
設
さ
れ
た
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ

ナ
ル
リ
サ
ー
チ
分
野
に
薬
事
、
薬
剤

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
先
生
も
配
置
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
薬
剤
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
を
さ
ら
に
拡
充
し
て
、
将
来
に

わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
に
迅

速
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
も
、
私
た
ち
の
長
期
的
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
1

　ア
ッ
セ
イ
：
薬
剤
の
候
補
（
化
合
物
）
が
薬

に
な
り
う
る
か
を
調
べ
る
た
め
、
細
胞
や
試

験
管
内
等
で
活
性
や
反
応
を
定
住
的
、
ま
た

は
定
量
的
に
測
定
す
る
方
法

※
2

　新
興
感
染
症
：
新
し
い
病
原
体
に
よ
る
感
染

症

※
3

　再
興
感
染
症
：
か
つ
て
存
在
し
た
感
染
症
で
、

一
旦
封
じ
込
め
た
か
に
見
え
た
も
の
の
再
び

流
行
を
見
せ
て
い
る
感
染
症

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー

チ
（
T
R
）
と
は
、
一
般
に
は
馴
染

み
の
な
い
言
葉
で
す
が
、
ひ
と
言
で

い
う
と
、
大
学
で
行
わ
れ
た
基
礎
研

究
の
結
果
を
、
患
者
さ
ん
の
治
療
や

診
断
に
つ
な
げ
る
「
橋
渡
し
研
究
」

と
い
う
意
味
で
す
。
2
0
0
3
年
に

米
国
医
学
研
究
所
で
定
義
さ
れ
た
も

の
で
す
。

あ
る
化
合
物
が
薬
剤
と
し
て
有
効

か
ど
う
か
判
定
す
る
場
合
、
基
礎
研

究
に
お
い
て
は
比
較
的
シ
ン
プ
ル
に

結
果
が
出
る
の
で
す
が
、
患
者
さ
ん

に
持
っ
て
い
く
ま
で
に
は
、
そ
こ
か

ら
非
常
に
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
細
胞
を
使
う
実

験
や
動
物
実
験
な
ど
に
よ
っ
て
行
う

「
非
臨
床
試
験
」
で
P
O
C
※
1
を
確

保
で
き
た
ら
、
よ
う
や
く
次
に
ヒ
ト

に
よ
る
「
臨
床
試
験
」
に
進
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
臨
床
P
O
C
を
獲

得
で
き
る
と
、
そ
の
先
に
実
用
化
の

可
能
性
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
間

に
は
多
く
の
煩
雑
な
手
続
き
や
ル
ー

ル
が
あ
り
、
一
つ
の
薬
剤
が
製
品
と

し
て
世
に
出
る
ま
で
通
常
９
〜
15
年

ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
製
薬
企
業
の
研

究
は
、
薬
剤
の
ニ
ー
ズ
や
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
基
く
目
的
（
出
口
）
が
あ
っ
て

研
究
を
進
め
て
お
り
、
薬
事
※
2
や
臨

床
開
発
部
門
が
そ
の
研
究
成
果
を
引

き
継
い
で
医
薬
品
ま
で
仕
上
げ
ま
す

が
、
学
術
機
関
で
あ
る
大
学
は
非
常

に
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら

ず
、
研
究

以
降
の
サ

ポ
ー
ト
機

能
が
な
い

こ
と
か
ら

基
礎
研
究

の
「
出
口
」

に
つ
な
が

る
プ
ロ
セ

ス
が
不
十

分
な
の
で

す
。現

在
、

馬
場
先
生
が
製
薬
会
社
と
共
同
で
研

究
を
進
め
ら
れ
て
い
る
事
例
の
よ
う

に
、
研
究
の
見
通
し
が
あ
る
程
度
つ

い
た
時
点
で
、
製
薬
企
業
に
つ
な
ぐ

こ
と
も
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

情
報
管
理
や
特
許
関
連
な
ど
の
知
財

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
出
口
戦
略
も
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
国
際
見

本
市
な
ど
へ
の
参
加
を
通
じ
、
研
究

シ
ー
ズ
を
製
薬
企
業
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
も
私
た
ち
の
責
務
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
大
学
で
あ
ま
り
馴
染
み

の
な
か
っ
た
分
野
で
す
の
で
、
ま
だ

認
知
度
は
低
い
分
野
で
す
が
、
本
学

の
「
進
取
の
精
神
」
に
則
り
、
セ
ン

タ
ー
の
み
な
ら
ず
学
内
に
対
し
て
も

研
究
シ
ー
ズ
の
「
橋
渡
し
」
に
つ
い

て
の
浸
透
を
図
り
、
大
学
の
社
会
貢

献
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
。

※
1

P
O
C
：Proof

O
f
C
oncept

研
究
開
発
中

で
あ
る
新
薬
候
補
物
質
の
有
用
性
や
効
果
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

※
2

　薬
事
：
製
薬
会
社
等
に
お
い
て
医
薬
品
の
承

認
申
請
や
社
内
に
お
け
る
監
査
・
教
育
を
行

う
仕
事
。
厚
生
労
働
省
へ
提
出
す
る
申
請
書

作
成
や
製
品
の
添
付
文
書
の
作
成
・
改
訂
を

行
う
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
と
の
折
衝
・
申
請

業
務
を
行
う
。

ウイルス情報テクノロジー研究分野

池田 正徳 教授
トランスレーショナルリサーチ分野

須藤 正幸 特任教授

〈ウイルス情報テクノロジー研究分野のスタッフ〉〈トランスレーショナルリサーチ分野のスタッフ〉

薬
剤
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
評
価
系
技
術
を
強
み
に
、

ウ
イ
ル
ス
学
の
拠
点
と
し
て
研
究
活
動
を
推
進
。

創
薬
研
究
の
実
用
化
を
後
押
し
す
る
、

「
橋
渡
し
」の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
部
門
。

ウ
イ
ル
ス
情
報
テ
クノ
ロ
ジ
ー
研
究
分
野

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
分
野
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TR三つの橋渡し
⒈基礎研究の橋渡し…知財マネジメント
⒉臨床研究への橋渡し
非臨床POC（Proof-of concept）、薬事
⒊実用化への橋渡し…産学連携（出口戦略）

特集

ヒトレトロウイルス学共同研究センター
研究体制の統合・再編によって世界水準のウイルス学研究を推進 ～ウイルス学研究のいま、そしてこれから～

鹿児島大学キャンパス

当
研
究
分
野
で
は
、
持
続
感
染
に

よ
り
人
を
死
に
至
ら
し
め
る
ウ
イ
ル

ス
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
主
た
る
守
備
範
囲
は
、
が
ん

の
原
因
に
な
る
腫
瘍
ウ
イ
ル
ス
で

す
。
具
体
的
に
は
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
（
H
C
V
）、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
（
H
B
V
）、
お
よ
び
ヒ
ト
Ｔ
細

胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
（
H
T
L
V

－

1
）
で
す
。
化
学
合
成
し
た
ウ
イ
ル

ス
遺
伝
子
を
細
胞
に
導
入
し
て
人
工

ウ
イ
ル
ス
を
作
製
す
る
「
リ
バ
ー
ス

ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
法
」
に
よ
る
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
イ
ル

ス
の
タ
ン
パ
ク
質
と
宿
主
因
子
の
相

互
作
用
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
中
で
６
カ
月
以

上
肝
炎
が
持
続
す
る
慢
性
肝
炎
を
引

き
起
こ
す
の
は
、
H
B
V
、
H
C
V
、

お
よ
び
H
D
V
で
す
。
血
液
に
よ
っ

て
感
染
す
る
H
B
V
や
H
C
V
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
慢
性
肝
炎

は
致
死
的
な
肝
硬
変
、
肝
が
ん
へ
と

進
行
し
ま
す
。
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に

進
行
す
る
前
に
、
ウ
イ
ル
ス
を
排
除

す
る
こ
と
が
重
要
な
予
防
策
で
す
。

当
分
野
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
ら

の
ウ
イ
ル
ス
の
弱
点
を
見
つ
け
て
、

ウ
イ
ル
ス
を
撲
滅
す
る
こ
と
で
す
。

抗
ウ
イ
ル
ス
剤
を
開
発
す
る
た
め

に
は
、
２
つ
の
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
１
つ
は
薬
剤
の
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
、
２
つ
目
は
、
薬
剤
の
ア
ッ
セ

イ
※
1
の
た
め
の
培
養
細
胞
で
す
。
当

セ
ン
タ
ー
全
体
で
は
約
7
0
0
0
種

の
薬
剤
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
保
有
し
て

お
り
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
評
価
系
の
技
術
が

あ
り
ま
す
。
主
要
な
３
つ
の
ウ
イ
ル

ス
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
扱
っ
て
い
ま

す
の
で
、
現
在
は
、
こ
れ
ら
の
薬
剤

や
評
価
系
の
技
術
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
（
S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
）
に
応
用
し
て
、
社
会
貢
献
す
る

こ
と
も
使
命
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

人
類
が
唯
一
撲
滅
で
き
た
ウ
イ
ル

ス
と
し
て
天
然
痘
が
あ
り
ま
す
が
、

S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
は
撲
滅

が
難
し
い
特
徴
を
持
っ
て
い
る
た
め
、

長
き
に
わ
た
る
付
き
合
い
に
な
っ
て

い
く
こ
と
も
予
測
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
今
後
、
新
興
感
染
症
※
2
、
再
興
感

染
症
※
3
な
ど
出
現
す
る
こ
と
も
危

惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
セ
ン
タ
ー

に
新
設
さ
れ
た
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ

ナ
ル
リ
サ
ー
チ
分
野
に
薬
事
、
薬
剤

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
先
生
も
配
置
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
薬
剤
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
を
さ
ら
に
拡
充
し
て
、
将
来
に

わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
に
迅

速
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
も
、
私
た
ち
の
長
期
的
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
1

　ア
ッ
セ
イ
：
薬
剤
の
候
補
（
化
合
物
）
が
薬

に
な
り
う
る
か
を
調
べ
る
た
め
、
細
胞
や
試

験
管
内
等
で
活
性
や
反
応
を
定
住
的
、
ま
た

は
定
量
的
に
測
定
す
る
方
法

※
2

　新
興
感
染
症
：
新
し
い
病
原
体
に
よ
る
感
染

症

※
3

　再
興
感
染
症
：
か
つ
て
存
在
し
た
感
染
症
で
、

一
旦
封
じ
込
め
た
か
に
見
え
た
も
の
の
再
び

流
行
を
見
せ
て
い
る
感
染
症

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー

チ
（
T
R
）
と
は
、
一
般
に
は
馴
染

み
の
な
い
言
葉
で
す
が
、
ひ
と
言
で

い
う
と
、
大
学
で
行
わ
れ
た
基
礎
研

究
の
結
果
を
、
患
者
さ
ん
の
治
療
や

診
断
に
つ
な
げ
る
「
橋
渡
し
研
究
」

と
い
う
意
味
で
す
。
2
0
0
3
年
に

米
国
医
学
研
究
所
で
定
義
さ
れ
た
も

の
で
す
。

あ
る
化
合
物
が
薬
剤
と
し
て
有
効

か
ど
う
か
判
定
す
る
場
合
、
基
礎
研

究
に
お
い
て
は
比
較
的
シ
ン
プ
ル
に

結
果
が
出
る
の
で
す
が
、
患
者
さ
ん

に
持
っ
て
い
く
ま
で
に
は
、
そ
こ
か

ら
非
常
に
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
細
胞
を
使
う
実

験
や
動
物
実
験
な
ど
に
よ
っ
て
行
う

「
非
臨
床
試
験
」
で
P
O
C
※
1
を
確

保
で
き
た
ら
、
よ
う
や
く
次
に
ヒ
ト

に
よ
る
「
臨
床
試
験
」
に
進
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
臨
床
P
O
C
を
獲

得
で
き
る
と
、
そ
の
先
に
実
用
化
の

可
能
性
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
間

に
は
多
く
の
煩
雑
な
手
続
き
や
ル
ー

ル
が
あ
り
、
一
つ
の
薬
剤
が
製
品
と

し
て
世
に
出
る
ま
で
通
常
９
〜
15
年

ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
製
薬
企
業
の
研

究
は
、
薬
剤
の
ニ
ー
ズ
や
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
基
く
目
的
（
出
口
）
が
あ
っ
て

研
究
を
進
め
て
お
り
、
薬
事
※
2
や
臨

床
開
発
部
門
が
そ
の
研
究
成
果
を
引

き
継
い
で
医
薬
品
ま
で
仕
上
げ
ま
す

が
、
学
術
機
関
で
あ
る
大
学
は
非
常

に
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら

ず
、
研
究

以
降
の
サ

ポ
ー
ト
機

能
が
な
い

こ
と
か
ら

基
礎
研
究

の
「
出
口
」

に
つ
な
が

る
プ
ロ
セ

ス
が
不
十

分
な
の
で

す
。現

在
、

馬
場
先
生
が
製
薬
会
社
と
共
同
で
研

究
を
進
め
ら
れ
て
い
る
事
例
の
よ
う

に
、
研
究
の
見
通
し
が
あ
る
程
度
つ

い
た
時
点
で
、
製
薬
企
業
に
つ
な
ぐ

こ
と
も
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

情
報
管
理
や
特
許
関
連
な
ど
の
知
財

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
出
口
戦
略
も
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
国
際
見

本
市
な
ど
へ
の
参
加
を
通
じ
、
研
究

シ
ー
ズ
を
製
薬
企
業
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
も
私
た
ち
の
責
務
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
大
学
で
あ
ま
り
馴
染
み

の
な
か
っ
た
分
野
で
す
の
で
、
ま
だ

認
知
度
は
低
い
分
野
で
す
が
、
本
学

の
「
進
取
の
精
神
」
に
則
り
、
セ
ン

タ
ー
の
み
な
ら
ず
学
内
に
対
し
て
も

研
究
シ
ー
ズ
の
「
橋
渡
し
」
に
つ
い

て
の
浸
透
を
図
り
、
大
学
の
社
会
貢

献
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
。

※
1

P
O
C
：Proof

O
f
C
oncept

研
究
開
発
中

で
あ
る
新
薬
候
補
物
質
の
有
用
性
や
効
果
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

※
2

　薬
事
：
製
薬
会
社
等
に
お
い
て
医
薬
品
の
承

認
申
請
や
社
内
に
お
け
る
監
査
・
教
育
を
行

う
仕
事
。
厚
生
労
働
省
へ
提
出
す
る
申
請
書

作
成
や
製
品
の
添
付
文
書
の
作
成
・
改
訂
を

行
う
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
と
の
折
衝
・
申
請

業
務
を
行
う
。
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